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１１．．目目 的的

ロボットや などのより高度な技術を必要とする産業がさかんになっており，技術立国を標榜

する我が国の将来を担う人材育成がより重要になっています。室蘭工業大学学長杯争奪ロボットサ

ッカーコンテストは，青少年のものづくりや科学技術への関心を高め，創造性の育成を図るととも

に，室蘭市，登別市，伊達市をはじめとする胆振地域，さらには北海道地方の活性化に資すること

を目的とします。

２２．．競競技技のの概概要要

（１）２つのチームがコート上でロボットを操縦して，サッカー競技のようにボールをゴールに入れ

て点数を競う競技です。

（２）各チームはロボットの２台を製作して参加します。１台は守備に，もう１台は攻撃に用います。

（３）１台のロボットでも参加することができます（ 参加）。ただし，守備と攻撃の役割が切り

替わるときに，ボールを手放す必要があります。

（４）ロボットを操作するコントローラは，ロボットと有線で結ばれていても，無線により通信して

も構いません。

なお，室蘭工業大学では赤外線でコントローラとロボットの通信をする装置を今後提供する

予定です。今年度は，数量を限定し，希望者にサンプルをお渡しする予定です。

（５）試合はトーナメント形式で行います。予選のリーグ戦は実施しません。

（６）参加者数に応じて，一回戦敗退者によるトーナメント戦を実施することがあります。

 
３３．．参参加加申申込込ににつついいてて

１ 申込締切及び申込書提出方法

令和６年９月１３日 金

郵送・

申込締切日午後５時必着とします。

注 郵送の場合は封筒表面に「ロボットサッカーコンテスト申込書類在中」と朱書きしてください。

注 本学公式ウェブサイトから申込用紙（エクセル形式）をダウンロードすることができます。

（ ）

注 原則として競技者の変更は認めませんが，やむをえない事情がある場合は１月７日 火 までに研究推進課に申し

出てください。また，棄権する場合も１月７日 火 までに研究推進課に申し出てください。

（２）申込書類提出先

〒 室蘭市水元町 番１号 室蘭工業大学 研究推進課社会連携係

－

－

（３）その他

参加料は無料です。
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１１．．試試合合のの概概要要

（１） ２チームのロボットが１つのボールでゴール得点を競い合うかたちで試合を進める。 
（２） １試合の競技時間を前半と後半の２つに区切る。前半後半の間のハーフタイムは２分以内とす

る。 
（３） ハーフタイム終了後は、対面側エリアと交代して後半の試合を行う。 
（４） トーナメント方式で試合を行う。 

 

２２．．チチーームムのの構構成成

２名以上で１チームを構成する。Solo参加の場合は１名以上で１チームを構成する。年齢などは問わな
い。 

 メンバー： チームの構成員をメンバーと呼ぶ。大会参加申込書の競技者欄に氏名がある人のこ
と。 

 操縦者： 競技コートの操縦エリアでコントローラを使ってロボットを操縦する人を操縦

者と呼ぶ。操縦者はメンバーの中から選ぶこと。同一人物が複数のチームで操縦

者となることはできない。 
 支援者： メンバー以外で，競技コートの操縦エリアに入る人を支援者と呼ぶ。支援者はロ

ボットを操縦することはできない。事前の大会参加申込は不要であるが，操縦エ

リアに入る前に支援者であることを申告すること。 
 

３３．．競競技技用用ロロボボッットトににつついいてて

（１） 参加するチームは，コントローラで操縦可能なロボットを２台製作して参加すること。 
（２） 使用部品等には制限を設けないが，寸法と重量等には次の制限を設け，競技前に計測する。 
① 寸法は縦・横・高さの和が 60cm以内の直方体に収まっていること。ただし，無線用のアンテナ
は寸法に含めない。これに違反した場合には，2cm までの超過を一つの単位として対戦相手に

１点ずつ与える。寸法の和が 70cmを超えたロボットは競技に出場できない。 
例 60cm＜ 寸法の和 ≦62cm ⇒ 対戦相手に 1点与える 
 62cm＜ 寸法の和 ≦64cm ⇒ 対戦相手に 2点与える 

② 重量は 3.0kg以内に収まっていること。これに違反した場合には，0.2kgまでの超過を一つの単
位として対戦相手に 1点ずつ与える。重量が 3.6kgを超えたロボットは競技に出場できない。 

例 3.0kg＜ 重量 ≦3.2kg ⇒ 対戦相手に 1点与える 
 3.2kg＜ 重量 ≦3.4kg ⇒ 対戦相手に 2点与える 

③ モータを駆動する電源は 1.2V ニッケル水素電池４本までとする。充電できない 1.5V 乾電池を
使用する場合は４本までとする。それ以外の電源は認めない。 

④ モータを駆動する電源は全てロボット本体に搭載し，衝突等で衝撃を受けないように機体に収

納すること。 
⑤ ロボット本体に上記以外の電源を搭載する場合には，その電源にリチウム系の電池を使用して

はいけない。 
（３） 競技が開始された後のロボットの変形は認めない。また，１台のロボットが２台以上のロボット

に分離してはならない。なお，ボールをキックする機構の動きは変形にはあたらない。 
（４） 過電流による事故がないように電源回路にヒューズを設ける，電流がたくさん流れるところに
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b) ボール全体がゴールの枠内に入ったときにゴールに入ったと認める。 
c) シュートしたロボットの一部でも、ライン上を含めてペナルティエリア内に入っていれば，
ペナルティエリア外からのシュートとは認めない。 

（２） 失点の条件：次の場合に相手チームに１得点加算される。 
a) 自チームのゴールにボールを入れてしまった場合（オウンゴール）。 
b) イエローカードを２枚もらった場合。 

（３） 無効ゴール：どちらのチームにも得点は加算されない。 
a) 守備側ロボットがパスしたボールが，そのまま相手ゴールに入った場合。 
b) 相手陣のペナルティエリア内から攻撃側ロボットがシュートしたボールが相手のゴールに
入った場合。 

８８．．キキッッククオオフフ

（１） キックオフをする権利をキックオフ権とよぶ。 
（２） 前半や後半の始まりや， 試合中のキックオフ権の取得や移動があった場合は，キックオフ権を

持つチームのキックオフでプレーを始める。 
（３） キックオフの方法は次のとおりとする。 

a) ボールを自陣のキックオフマークの位置に置く。 
b) キックオフ権を持つチームの守備側ロボットは、自陣のキックオフマークの近くに，ボー
ルを蹴られる位置に配置する。 

c) キックオフ権を持つチームの攻撃側ロボットは、相手陣で守備側ロボットからパスを受け
られる位置に配置する。 

d) キックオフ権を持たないチームの守備側のロボットは、自陣のペナルティエリアの中に配
置する。 

e) キックオフ権を持たないチームの攻撃側のロボットは、相手陣のペナルティエリアの中に
配置する。 

f) キックオフ権を持つチームの守備側ロボットがキックオフマークからボールを動かすこと
をキックオフといい，キックオフをするまで，その他のロボットは動いてはいけない。 

g) 審判の合図でキックオフを行う。 

９９ キキッッククオオフフ権権のの取取得得とと移移動動

（１） コイントスなどの方法で先攻と後攻を決め，前半始まりのキックオフ権は先攻のチームが，後

半始まりのキックオフ権は後攻のチームが取得する。 
（２） ゴール後は，失点したチームがキックオフ権を取得する。 
（３） 無効ゴールの後は、ボールをゴールに入れられたチームがキックオフ権を取得する。 
（４） 次の場合、キックオフ権が相手チームに移動する。（攻守交代） 

a) キックオフ後60秒間経過しても，得点が入らなかった場合。 
b) 審判のキックオフの合図後，キックオフ権を持つチームが 10秒間ボールに触れない場合。
（遅延行為）。キックオフ権を持つチームのロボットが修理でコートから離れている場合も

含む。 
（５） ボールをロボット機体内部に取り込んだ状態を 5秒間続けたと判断される場合、相手チームが

キックオフ権を取得する。（過剰な守備） 
（６） パスエリアの内側でパスを出す，または，受けた場合は，相手チームがキックオフ権を取得す

る。（不正なパス） 
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（７） ボールがコート外に出た場合、最後にボールに触れたロボットのチームがボールを出したとみ

なし，出していないチームがキックオフ権を取得する。 
 

１１００ 競競技技のの進進行行

（１） 競技開始 
a) コイントスなどの方法で先攻と後攻を決める。 
b) 前項，前々項のキックオフの手順により競技を開始する。 
c) 後半の競技は前半とエンドを交代して再開する。 
d) 試合開始時間に準備が間に合わないチームは，修理中とみなして，競技を開始する。 

 
（２） 競技中 

a) １試合は 分間 分ハーフ とする。 
b) 競技の中断，再開，終了は審判のホイッスルで合図する。 
c) ファウルによる中断後は，ファウルを受けたロボットにボールを渡し，ファウルを犯した
ロボットを離して，再開する。 

d) 競技中，審判から指示を受けた場合には，いかなるときにもその指示に速やかに従い，競
技の円滑な進行に協力すること。 

 
（３） 勝敗 

a) 試合終了時に得点が多いチームを勝者とする。 
b) 競技中に 10点の得点差がついた場合はコールドゲームとして競技を終了する。 
c) 制限時間内に勝ち負けがつかなかったときは，先攻と後攻をコイントスなどで決め，4分
間(2分ハーフ)の延長戦を行う。いずれかのチームが得点した時点で競技を終了する。 

d) 前項によっても勝ち負けがつかなかった場合は，じゃんけん３回勝負で２回勝ったチーム
を勝者とする。 

 
（４） 不戦敗 

a) 試合開始時刻までに待機場所に集合していないチームは不戦敗とする。 
b) メンバー以外の人が操縦者となった場合，同一人物が複数のチームで操縦者となった
場合は不正行為と判断し，そのチームを不戦敗とする。 

c) 故意であるかどうかを問わず，競技の続行が周囲に危険を及ぼすと審判が判断した場合，
危険行為として競技を中断し，危険行為の主体となったチームを不戦敗とできる。危険行

為の例を以下に示す。 
 バッテリの脱落や配線の短絡などが認められた場合。 
 ロボットから炎や煙が発生した場合。 
 ロボットの動作が止まらなくなり，コントローラからの制御が不能になった場合。 

１１１１ 反反則則行行為為

（１） 次の反則行為を犯した場合，審判の判断，または審判団の協議によりファウルをとることができ

る。 
a) この「競技内容等説明書」で定めたルールに従わない場合。 
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b) 審判以外の者が，審判の許可なくロボットに触れた場合。 
c) 意図的に自チームのゴールの中に入って守備をしようとした場合。 
d) 意図的に相手チームのロボットを壊そうとした場合。 
e) 相手チームのロボットに激しいタックルをした場合。 
f) 相手チームのロボットを cm30 以上押した場合。（プッシング） 
g) 競技の流れを妨げるような意図的な押さえ込みを行った場合。 
h) ボールを持った相手チームのロボットを，相手チームのゴールに押し入れた場合。 
i) 有線操縦ロボットのケーブルを使ってボールの動きや相手のロボットを操作した場合。 
j) 無線操縦ロボットのアンテナを使って競技を有利に進めようとした場合。 
k) 競技中に，メーバーあるいは支援者などが競技の進行を妨害した場合。 
l) 審判への執拗な抗議や暴言。 

（２） ファウルを取ることが，ファウルを受けたチームの攻撃を妨げると審判が判断した場合は，ファ

ウルをとらなくてもよい。また，その攻撃が終わった後で，さかのぼってファウルをとることが

できる。 
（３） 悪質な反則行為を犯したチームに対して、審判はイエローカードを提示することができる。 

 
１１２２ 修修理理

（１） 修理全般 
a) 修理に従事できるのはメンバー及び支援者のみとする。 
b) 部品や工具の供給を外部から受けることができる。 
c) バッテリの交換または急速充電は修理作業に含まれる。 

（２） 競技中の修理 
a) メンバーあるいは支援者が申し出て，審判が認めた場合，操縦エリア内にてロボットを修
理することができる。 

b) 修理の間，試合は中断すること無く続行される。 
c) 修理を終えたロボットが試合に復帰できるのは，キックオフのタイミングとする。 

（３） 競技中の強制修理 
a) 競技中に，審判が修理を要すると判断した場合は，該当チームにそのロボットの修理を命
じることができる。 

b) 機体やケーブルの絡まりを解くことも，修理に含まれる。 
（４） ハーフタイム中の修理 

a) 後半の操縦エリアに移動して修理をする。 
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　　　　　　　　　　　　　申込受付番号

　　令和 年　　　月　　　日

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　（　　    　　　　　　        　）

　　　　　（　　    　　　　　　        　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　＠

※申し込み確認をメール返信で行いますので、綺麗に書いてください。

※大学名の文書が必要な方は○印をつけてください。　　　要：文書

　　　　　（　　    　　　　　        　）　操縦

　　　　　（　　    　　　　　        　）　操縦

　　　　　（　　    　　　　　        　）　操縦

　　　　　（　　    　　　　　        　）　操縦

有　　　・　　　無

注１．

注２．

注３．

注４． 競技者欄の学校名欄は，学校名の他，学科等名，学年を記入し，操縦者で登録の方は操縦を○印で囲むこと

注５． 使用予定無線方式がアナログの場合は，周波数帯も記入すること

注６． 有線操縦の場合は、別紙「部品支給要望書」も併せて提出すること

第３０回（令和６年度）室蘭工業大学学長杯争奪ロボットサッカーコンテスト

大 会 参 加 申 込 書

申込日

（ふりがな）

ロボット名　[注１・注２]

チーム所属団体名(学校名等)

筆
頭
申
込
者

物品・プログラム等
送付先住所

〒　　　　　-

電話番号

（ふりがな）

氏　　名

教
員
・

保
護
者

注
３

（ふりがな）

氏　　名

勤務先

受
付
確
認

競
技
者

注
４

使用予定無線方式　[注６]

技適マークの有無

　　　

ロボット名は15字以内にすること（絵文字は禁止）

ロボット名は一定の品格を備えたものにすること。名称が適切ではない場合、修正をお願いする場合があります。

小・中・高校生を含むチームは教員又は保護者名を記入すること

氏名（ふりがな）

学校名等又は勤務先

氏名（ふりがな）

学校名等又は勤務先

氏名（ふりがな）

学校名等又は勤務先

氏名（ふりがな）

学校名等又は勤務先
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